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平成 15年度 直方鉄工青年会スローガン

ごあいさつ (会長就任にあたって)

本年度、第39代直方鉄工青年会会長を務めるこ

とになり、まずは、このような貴重な機会を与えて

頂いた会員の皆様に感謝を申し上げますと共に、

微力ながらも一年間を、全力で後悔することなく、

邁進いたしたいと思います。また、日頃より私ども

の活動に、ご支援頂いております特別会員、関係諸

団体の皆様に深く感謝申し上げます。

さて、時代は新年度2003年度を迎えておりますが、

依然として国内の経済環境は、デフレ経済から脱

v却 できない状態であり、先の見えにくい厳しい状
況下にあります。また、景気低迷の続 く中、イラク

戦争開始そして、フセイン政権崩壊の中、この是非

は別として非常に難しい、混沌とした時代を迎え

ているのは間違いありません。こういう時代だか

らこそ、私たち青年といわれる世代が、自由な発想

と行動力を、全面に出していかなければ成らない

と思います。特に、私たち鉄工業界はデフレ経済に

よる空洞化が進む中、「ものづ くり」の観点は変わ

らなくとも、同時に新しいものの見方、思考を生か

すことのできる、創造力豊かな「ひとづ くり」が急

務なのかもしれません。(「 ものづくり」=「ひとづくり」)

本年度のスローガンは「PRIDE」 ―今を熱 く生

きる一を掲げました。混沌とした難しい時代であ

直方鉄工青年会

第39代会長

仮 野

るがゆえに、自らの誇 りを持ち、勇気ある行動が必

要だと思います。また、「PRIDE」 を持つというこ

とは、自分自身のスタイルを創るための第一歩で

あると考え、会員一人一人が、青年会活動に意義を

持つて、事業をはじめとし、事業を通じ地域活動に

積極的な取り組みを行なっていくべきであると思

います。さらに、私たち鉄工青年会は、来年度40周

年を迎えます。今年度を準備する年度と考え、「40

周年をどう飾るか ?」 は当然のことながら、40周

年を期に今後の5年、10年をどのような鉄工青年

会にしていくのか、考えていくことが大切ではな

いかと思います。何卒、皆様方の温かい御支援と御

指導、御鞭撻をお願い申し上げます。



ごあいさつ

「今年度をしつか りと」
総務委員会

委員長 石 松 慶 裕

拝啓、陽春の候、青年会会員の皆さま、特別会員の皆さまにおかれましては益々ご健勝のこ

とと存じます。この度総務委員会委員長を賜りました石松慶裕と申します。

今年度で入会4年 目になり、昨年度は経営厚生委員長として初めて委員長を経験させて

頂きました。しかしまだ新入会気分が抜け切れず、手探りの状態で委員ならびに会員の皆さ

まにご迷惑をお推卜けしたことと思います。それでも私自身としては、大変貴重な経験をさせて頂いたことに感謝

しております。特に昨年度の飯野担当副会長にはいろいろと教えて頂きました。

その担当副会長が、今年度第39代飯野会長となられ、私を総務委員長にご指名頂きました。昨年度の私をもつ

とも近くで見て頂いていた飯野会長から委員長を任せて頂けたのは、それなりに私も役に立っていた結果である

と大変光栄に思うと同時に、昨年度の経験が身になつているかの試金石でもあると気の引き締まる思いです。(で

も「去年あれだけ言つたのになんにもわかつてないじゃないかよ」と飯野会長が言つているのが目に浮かびますが)

飯野会長は若く情熱に溢れた非常に熱い男です。私は会長より若い委員長として、そういつた面では会長に負
V

けないよう青年会を盛り上げていこうと思っています。「若さに求められるのは、結局若さだけ」と昔誰かに言わ

れたことがあります。経験では先輩方にかなうわけがありませんので、未熟ながらも若さに任せて走つていこう

と思うと同時に、昨年度多く入つた新入会員には少ないながらも経験を生かして少しは先輩らしいアド
バイスで

も出来ればと思っています。

来年、我々直方鉄工青年会は40周年を迎えます。今年度はその準備にも取り組まなければなりません。しかし

その40周年も、これまで先輩方が築き上げてきた38年間の歴史の上に、今年度の39年 目を
「しっかりと」積み上

げることができなければ辿り着くことは出来ないと信じています。この39年目の青年会はどうすべきなのか?

ここで飯野会長が掲げられた今年度のスローガンを今一度、思い出して頂き、私の挨拶とさせて頂きます。

拙文にお付き合い頂きまして誠にありがとうございました。

「暗い世の中だからこそ明るく」経営厚
生委員会

委員長 内 藤 晃 一

新緑の足音が桜の花を駆け抜け、初々しさが見渡せる季節になりました。

この度、私は第39代飯野一義会長の下で経営厚生委員長を務めさせていただくことにな

りました。若輩物の私を委員長に推してくれた会長と、それを認めてくれた諸先輩方たちに

感謝の意を表明します。

平成12年度にこの青年会に入会させていただいて、13年 には厚生副委員長、14年 には副事務局長を務めさせ

ていただいたのですが、委員長というものを務めさせていただくのは本年度が初めてです。なにぶん気の小さな

性分ですので緊張しております。

さて我々を取り巻く状況を頭の1パーセントを使つて思い浮かべただけでも暗い話題ばかりです。株価急落、

相次ぐ倒産、単価の下落。世界に目をやっても日本を除くアジアの話題ばかりです。そして世相にいたつては戦争、

流行病、物騒な事件などなど。こんなくらい世の中ですから、皆さんこそはつねに明るく努めなければいけません。

私たち経営厚生委員会は経営と厚生の両面から会員の皆様を明るくしていきたいと思います。

委員会及び役員会の場では、摩擦を恐れずに建設的な意見をくみかわし、高い目標に向かって進んでいきたい

と思い続けています。過去の通例を大事にするのも必要ですが、新しいことにチャンンジするのも必要ですので、

その際には皆様のご英断を得るべく委員会一丸となつて誠意を示していきます。

拙い文章で申し訳御座いません。一年間よろしくお願いします。
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「一体感が日標」 40周年準備委員会

特別委員長高 原 武 彦
この度、40周年準備委員会特別委員長を務めさせて頂きます高原武彦と申します。

年       ‰T  丁。炉言言言贔
さて、出回の見えない厳しい世界経済不況で気持ちも沈みがちな時代の中、直方鉄工青年会は

来年度40周年記念という、現役会員又特別会員の皆様にとっても大事な節目の年を迎えます。
また、今回特別委員会という事で委員会メンバーは、役員は言うに及ばず会員全員であると思っています。

そこで、今年の活動方針として「意見を述べて、一体感 (活力)出 る」を目標に掲げ、40周年記念に向かって、会員一
丸となって活動を行い、その時代に合った「元気の出る40周年記念」を迎えられるようにしたいと思っています。
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有限会社八興製作所 寿ミラヘ里予

皆様、はじめまして。昨年の12月 にご承認を頂き、直方鉄工青年会への伸問入 りをさせて頂

きました、奈本野 豊でござぃます。
私は、大学卒業後すぐに八興製作所に在籍し、以降 18年間、製造畑のみに従事してまいりま
した。まだまだ若いつもりですが、固定概念や既成概念にとらわれる年代になってきました。先

行き不透明な今の時代、新しい経営思想ゃ視野が必要だと考えております。

皆様と関わりを持たせて頂きながら、またたくさんのご指導を仰ぎながら、新たな視点・観点

を見出せる自分を探していきたいと思っています。これからどうぞよろしくお願いいたします。
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●今年もがたば∪ましょう !

●阪神優勝 !あの感動をもう一度!!

●福岡人やけた、タイエー優勝!!

●とにが<汗をがこう !
●やらずに吉うな、やつて言え !

●青年会をそろころ変わらないとヤバイ !

●会長になつて良いがt?階様の支持があれば…。)
●全員参カロて行動しましょう !

●青年会の代価は反情であり、「畏反」をつ<ること|


